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分担研究報告書 

 

小児がん経験者の晩期合併症及び二次がんに関するフォローアップシステムの整備に関する研究 

 

研究分担者  出口隆生 三重大学医学部附属病院小児科 講師 

 

研究要旨 三重大学医学部附属病院小児科で診断・治療を行った小児がん患者・経験

者のデータベースを用いて、二次がん、心機能障害、性腺機能障害など、晩期合併症

についてベッドサイドで簡便により正確に入力できるような改良を試みるため、デー

タベースと運用体制の更新を行った。平成 26 年 1月から改めてこのデータベース更新

を開始し、今後晩期合併症、就業や結婚などの社会生活における適応状態や、心理的

影響などを調査する予定である。これらの結果が我が国における小児がん経験者の登

録システム改良や運用面での改善に寄与する。 

 

Ａ．研究目的 

 前研究班においてデータベース化した当院の小

児がんフォローアップデータ約 1,000 名分、およ

び現在も通院している小児がん経験者の臨床デー

タを用いて、二次がん、性腺機能障害など晩期合

併症の発生頻度とその背景因子を明らかにする。

さらに就業や結婚等、社会生活における適応状態

や、心理的影響などを調査していく基盤となるデ

ータベースを構築することを試みることで、我が

国における小児がん経験者の登録システム改良や

運用面での改善に寄与する。 

 

Ｂ．研究方法 

 三重大学医学部附属病院の小児がんデータベー

スを元に、主として血液腫瘍外来および長期フォ

ローアップ外来へ現在も通院中の患者について、

以下の項目につき情報を更新し、また情報を追記

できるようデータベースを改良し、集めたデータ

から新たな解析が行えるような形へ改良する。 

（１）患者基本データ：発症日、生年月日、診断、

診断日、治療内容（化学療法、手術、放射線治療

等）、治療終了日、再発の有無、転帰、合併症等 

（２）晩期障害データ：発症時身長、最終身長、

ＧＨ療法の有無、輸血の有無、輸血後肝炎の有無、

治療の有無、心機能（BNP、駆出率）、性腺機能

（FSH/LH など）、知能検査（IQ）、血圧、体脂肪率、

腹囲、二次がん発症の有無と内容。  

（倫理面への配慮） フォローアップデータの収集・利

用には患者各々の同意を得て行う。本データベース

の運用はインターネット接続を行わない、セキュリティ

の充分なノートパソコンを用いて行い、使用後は鍵を

かけた場所で保管することで個人情報の保護を図る。

また解析を行う際には個人を特定できる情報を省い

たデータのみを用いてパスワード付きエクセルシート

として出力することで個人情報の保護を徹底する。 

 

Ｃ．研究結果 

（１）前研究において更新したデータベースをリニュー

アルし、新たなコンピュータ（ノートパソコン）下での運

用を行える環境とした。 

（２）データベースを改良し、上記の項目について入

力フィールドを作成した。 

（３）平成２６年１月以降の１８歳以上の外来受診患者

について、上記データベースを用いて更新を開始し

た。 

（４）本データベース上では現在11例の二次がんかん

を発症した小児がん経験者を把握しており、その情報

更新を行っていく。また、例えば男性の小児がん経験
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者において、FSH 基礎値の高い例がかなりの割合で

検出され、その多くの症例が無精子症を示していた。

今後1年間で、各々の症例が最低数年に1回の性腺

機能検査が施行されるよう試みることで、男性不妊の

リスクについての知見が得られることが期待される。 

 

Ｄ．考察 

 近年、ほとんどの病院での診療は紙カルテから

電子カルテに移行しており、従来の紙カルテデー

タの保全が危惧されており、小児がん経験者のデ

ータベース作成は今後の解析には必須であると考

えられる。また電子化されたカルテでは、患者デ

ータは各々の症例毎でしか検討できず、新旧混ざ

った多くの小児がん経験者のデータを同時に検討

することは困難である。今回、外来診療における

ベッドサイドで使用できる小児がんデータベース

として改良・利用することで、より正確なデータ

ベースの構築が可能となり、今後の有効活用が期

待される。 

 

Ｅ．結論 

 小児がん経験者における晩期障害の把握には、定

期的な受診と、診察や検査結果のデータベース化が

必須である。今回、種々のデータを一括して入力する

ことで、各々の晩期障害における相互関係の病態解

明も期待できる。 

 

Ｆ．健康危険情報 
（分担研究報告書には記入せずに、総括研究報告

書にまとめて記入 
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